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短期大学部 カリキュラムポリシー（2024年度入学生） 

鎌倉女子大学短期大学部は、ディプロマポリシーを達成するために、以下のように教育課程を編成し、実施する。 

１．カリキュラムの枠組みは、「建学の精神」「精神と文化」「社会と産業」「生命と自然」「生活と技術」「健

康とスポーツ」「情報科学」「外国語」の8分野からなる『総合教育科目』と学科固有の『専門教育科目』によっ

て構成される。 

２．学修課程の体系性及び順序性と学修者の志向性及び選択性を尊重し、各科目を以下のような重層的・複合的構

造の中に配置する。 

 ①基礎的学力、教養的知性、倫理性、身体性を培う『リベラルアーツスタディーズ』と学科の専門力を養う『プロ

フェッショナルスタディーズ』の組み合わせを縦軸としたカリキュラム構造。 

 ②将来の職能・職域の選択肢を多様に確保するため、各種免許・資格の取得に向けての『免許・資格プログラム』

と免許・資格に限定されない一般社会で広く活躍できる資質・能力を養う『企業学習プログラム』の組み合わせを

横軸としたカリキュラム構造。 

３．短期大学部での学修を可能にするアカデミックな基礎的知識・技能を養う初年次教育から、各種講義、演習、

実習、実験、実技、総合研究に至る、多様な教授内容と教授方法に基づく授業を設置する。 

４．学修者が履修過程を振り返りながら、着実な学修課程を歩むことができるよう、GPA制度に基づく成績評価を

行う。 

５．各授業科目について、当該の授業内容のみならず、学修者の汎用的能力の育成及び主体的な学びを促進するた

めに貢献できるシラバスを作成する。 

６．学修者が着実な学修課程を歩むことができるよう、教務担当及び副担当を配置し、クラスアドバイザー等によ

る学習活動全般にわたる助言指導を定期的に行う。 

 

初等教育学科 カリキュラムポリシー（2024年度入学生） 

初等教育学科は、ディプロマポリシーに定める深い教養と高い専門性に富む学士力を形成するために、以下のように

教育課程を編成し、実施する。 

１．『総合教育科目』においては、8分野で構成し、幅広い知識と豊かな教養を養う。 

２．『専門教育科目』においては、初等教育、保育・児童福祉の本質及び目的の理解を深める科目とともに、実践

力を育成する科目を設け、子どもの理解と指導の専門性を高める。 

３．講義に加え、演習、実習等の授業方法を組み合わせるとともに、各授業科目の学修内容を有機的に関連させる

ことにより、教育・保育の活動等に資する実践力を養う。 

４．初年次教育として、必修科目「初等教育学基礎演習」を置き、短期大学部での学修を円滑に進めるため、アカ

デミックスキルを育成する。 



５．1年次に、必修科目「教育原理」「発達心理学」を置き、初等教育学科での学修に必要な基礎的知識・技能を

養う。 

６．2年次に、教育・保育に関する実践的な科目を置き、専門的知識・技能を養う。 

７．2年次に、必修科目「初等教育学総合研究」を置き、学修・研究することで、専門性を深める。 

８．2年次に、学外での実習等の体験的な活動を行うことにより、さらなる専門的知識・技能の統合を図り、実践

力を養う。 

９．『免許・資格プログラム』においては、小学校教諭2種免許状、幼稚園教諭2種免許状、保育士、准学校心理

士、児童厚生2級指導員、レクリエーション・インストラクター、秘書士等の免許・資格を取得する上で必要な科

目を含む幅広い関連科目を置き、専門的知識・技能を活用して社会に貢献できる資質・能力を養う。 

10．『企業学習プログラム』においては、初等教育学と企業学習の接点を見出すことができる汎用的な科目及び

秘書士に関する科目を置き、専門的知識・技能を活用して企業等で活躍できる資質・能力を養う。 

 

専攻科 カリキュラムポリシー（2024年度入学生） 

専攻科は、ディプロマポリシーに示す能力・態度を形成するために、以下のように教育課程を編成し、実施する。 

１．教育・保育・児童福祉に基づく子ども理解を深め、子どもの健やかな発達、社会的な課題やニーズに応えられ

る教育・保育の理論と実践に関する専門科目を編成する。 

２．教育・保育実務研修及びインターンシップとかかわる授業との往還によって、教育・保育のスペシャリストと

して、実践力を育成することのできる科目群（保育・子育て支援、野外教育・表現教育、その他の関連科目）を設

置する。 

３．認定ムーブメント教育・療法中級指導者、キャンプインストラクター、自然体験活動指導者（NEAL）の資格

取得に必要な科目群を設置する。 

 


